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核融合炉において，核融合反応の生成物や炉

内の不純物を取り除く役割を持つプラズマ対

向部品であるダイバータにかかる熱負荷の低

減が最も重要な課題のうちの一つである[1]．そ

こで，非接触プラズマが有力な解決手段として

提案されている[2,3]．非接触プラズマの物理を

解明する上で，非接触プラズマ上流・下流にお

けるプラズマパラメータの定量的な比較が重

要である．非接触プラズマの計測手段として，

分光計測や静電プローブ計測などが挙げられ

るが，前者には空間分解能の低さ[3]，後者には

プラズマに与える擾乱や，非接触プラズマ計測

における異常性の問題がある[4]．したがって，

プラズマパラメータのスケール長を議論する

上で，より信頼度の高い計測手法を用いる必要

がある．

本研究では，上述の計測手法に比べて空間分

解能が高く，正確な計測が可能であるレーザー

トムソン散乱(LTS) 計測法に着目し，直線型ダ

イバータ模擬実験装置NAGDIS-IIの上流部に

LTS計測装置を新設した[5]．そして，本計測装

置を用いて電子温度(Te)・電子密度(ne)の径方向

分布を得ることに成功した．プラズマ中心の

LTSスペクトルを図1に，スペクトルから得られ

たEEDF(electron energy distribution function) を

図2に示す．ガウスフィッティングを行い，プ

ラズマパラメータとして，Te = 4.5 eV，ne =
2.4×1019m-3を得た，

また，Te及びneについて，上流部のLTS計測に

よる径方向分布と，太さの異なるスキャニング

プローブを用いた静電プローブ計測による径

方向分布とを比較した．その結果，擾乱により

約30%の計測誤差が発生することが示唆され，

その大きさはプローブの挿入位置やプローブ

の太さによって異なることが明らかになった．

また，上流部LTS計測装置と，既存の下流部の

同装置[6]による，同一の非接触プラズマの上・

下流部計測を行い，Te及びneの径方向分布の定

量的な比較を行い，非接触プラズマの再結合フ

ロントに見られる二電子温度分布[6]が，上流部

には存在しないことを確認した．

図 1 上流部 LTS計測によって得られた LTSス

ペクトルと，ガウスフィッティング．

図 2 上流部 LTS計測によって得られた EEDF
と，線形フィッティング． 2 はスペクトルか

らの波長シフトの二乗を示す．
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